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午前九時〇〇分開会 

午前九時〇〇分開議 

○議長（鈴川基次君） おはようございます。開会に先立ちまして、東日本大震災から、

あさって３月１１日で５年になります。美浜町議会といたしましても、この未曽有の大震

災により亡くなられた方々に哀悼の意を表し、黙禱をささげたいと思います。皆様、ご起

立をお願いいたします。 

 黙禱を始めます。 

（黙  禱） 

○議長（鈴川基次君） 終わります。ご着席ください。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、平成２８年美浜町議

会第１回定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、会議規則第１２６条の規定によって、５番 龍神議員、６番 谷議

員を指名します。 

 日程第２ 会期決定の件を議題にします。 

 事務局長から別紙会期予定表を説明します。 

○事務局長（北裏典孝君） 説明します。 

 平成２８年美浜町議会第１回定例会会期予定表。 

 ３月９日・水曜日、本会議、１番、会議録署名議員の指名、２番、会期の決定、３番、

諸報告、４番、平成２８年度施政方針、５番、全議案の提案理由説明、散会後、全員協議

会を開催します。協議事項は、一部事務組合の平成２８年度予算について並びに長期総合

計画、行政改革について、防災企画課から説明を受けます。終了後、総務産業建設常任委

員会及び文教厚生常任委員会を開催します。 

 １０日・木曜日、休会。 

 １１日・金曜日、休会。なお、この日は一般質問の通告締め切り日となっております。

午前１１時が締め切り時間でございます。 

 １２日・土曜日、１３日・日曜日、休会、閉庁でございます。 

 １４日・月曜日、休会。 

 １５日・火曜日、休会。 

 １６日・水曜日、本会議、諸報告、一般質問。 

 １７日・木曜日、本会議、一般質問、議案審議。 

 １８日・金曜日、休会。 

 １９日・土曜日、２０日・日曜日、２１日・月曜日、休会、閉庁でございます。 

 ２２日・火曜日、本会議、議案審議。 
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 ２３日・水曜日、休会。 

 ２４日・木曜日、本会議、議案審議。 

 ２５日・金曜日、本会議、議案審議でございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、事務局長説明のとおり、本日から３月２５日までの１７日間にした

いと思います。 

 ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月２５日ま

での１７日間に決定しました。 

 日程第３ 諸報告を行います。 

 地方自治法第１２１条の規定によって、本定例会に説明員として出席通知のありました

者の職、氏名を一覧表としてお手元に配付しています。 

 教育長は、２日目から最終日までの間、病気療養のため欠席です。その間、出口和幸教

育委員長が出席します。ひまわりこども園園長は、本日、園の都合により欠席です。 

 本定例会に提出された議案はお手元に配付していますが、事務局長から報告します。 

○事務局長（北裏典孝君） 報告します。 

 議案第１号 美浜町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の制

定について、議案第２号 和歌山県と美浜町の行政不服審査法第８１条第１項に規定する

機関に関する事務の委託について、議案第３号 美浜町情報公開条例の一部を改正する条

例について、議案第４号 美浜町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、議案

第５号 美浜町行政手続条例の一部を改正する条例について、議案第６号 美浜町固定資

産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について、議案第７号 美浜町手数料徴収条

例の一部を改正する条例について、議案第８号 美浜町職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例について、議案第９号 美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例について、議案第１０号 美浜町人事行政等の状況の公表に関する条例の一部を改

正する条例について、議案第１１号 美浜町職員の勤務時間に関する条例の一部を改正す

る条例について、議案第１２号 美浜町職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正す

る条例について、議案第１３号 平成２７年度美浜町一般会計補正予算（第７号）につい

て、議案第１４号 平成２７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につい

て、議案第１５号 平成２７年度美浜町農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて、議案第１６号 平成２７年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）

について、議案第１７号 平成２７年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第５号）につ

いて、議案第１８号 平成２７年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）に

ついて、議案第１９号 平成２８年度美浜町一般会計予算について、議案第２０号 平成
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２８年度美浜町国民健康保険特別会計予算について、議案第２１号 平成２８年度美浜町

農業集落排水事業特別会計予算について、議案第２２号 平成２８年度美浜町公共下水道

事業特別会計予算について、議案第２３号 平成２８年度美浜町介護保険特別会計予算に

ついて、議案第２４号 平成２８年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算について、議案

第２５号 平成２８年度美浜町水道事業会計予算について、議案第２６号 副町長の選任

について。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 町長提出案件は以上です。 

 本日までに受理した陳情書は、お手元に配付しました文書表のとおりです。 

 報告します。 

 議員派遣の件についての派遣結果の報告については、お手元に配付のとおりです。 

 これで諸報告を終わります。 

 日程第４ 平成２８年度施政方針を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） おはようございます。 

 平成２８年第１回定例会の開会に当たり、私の町政運営に関する所信の一端を申し上げ、

議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 町長就任以来、これまで一貫して「感動の美浜は笑いと元気から」をスローガンに、さ

まざまな施策に取り組んでまいりました。 

 ２期目の初年度となった平成２７年度は、地方創生元年ということで、人口減少に歯ど

めをかけ、働く場の創出、人口の増に取り組むべき「まち・ひと・しごと 美浜創生総合

戦略」を策定し、その取り組みに向けた一歩を踏み出した１年でありました。 

 国におきましては、アベノミクスを進める中、税収の伸びも勘案して一般会計予算は過

去最大となっていますが、中国経済の先行きに対する懸念、原油価格の下落、中東情勢や

北朝鮮など海外の不安定な情勢によって株価が乱高下するなど、景気の先行きには不透明

な要素も多く、地方においては税収の大幅な増などの景気回復が実感できる状況にはまだ

まだなってございません。 

 また、高齢化により医療、介護に要する費用は、現在の制度のもとでは増加傾向が続く

ことは避けられず、財政力の弱い小規模自治体には引き続き厳しい財政運営が求められる

状況となってございます。 

 さらに、昨年新たに設置された一億総活躍国民会議が打ち出す施策が今後美浜町にどう

関連してくるか、なかなか見えづらい状況ではありますので、そのあたりもアンテナを高

くして国の動向を注視してまいりたいと考えてございます。 

 当町においては、本年度は、まず歳入面で、地価の下落により固定資産税の減収が見込

まれることと、国勢調査人口の減少により、普通交付税が大幅な減少となる見込みである

こと、一方、歳出では、先ほど述べました医療・介護などに係る費用の増加が経常経費を

押し上げ、経常収支比率や公債費比率の上昇が大変懸念されるところでございます。 
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 そういう非常に厳しい状況ではありますが、最大の課題である防災対策をはじめ、福祉、

産業育成などの諸課題には小休止することなく、引き続き全力で取り組んでいかなければ

なりません。限られた財源しかなく、大変厳しい状況ではございますが、議員の皆様方の

ご協力をいただきながら、かじ取りを進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 さて、平成２８年度の一般会計の総額は３８億１７，５７９千円で、骨格予算であった

前年度当初予算と比較して５億３５，７５５千円の増加、６月補正予算後の予算額と比較

して１億４，８１４千円の増加となってございます。 

 主な増加の要因は、やはり庁舎増築と松原高台の着工による増加分が大きく影響してご

ざいます。また、各地区からの要望につきましても慎重に検討を行い、直ちに予算化でき

るものと、しばらくお待ちいただくものを優先順位をつけて精査しました。 

 では、平成２８年度の主要施策についての概要を長期総合計画の３つの基本目標の記述

に沿ってご説明申し上げます。 

 まず、１点目の「安心と安全～緑が映えるまちづくり～」につきましては、１点目、定

住環境の整備ということで、道路整備と上水道・下水道整備、住環境整備等が挙げられま

す。 

 上水道でございますが、懸案であった西山配水池の整備が、一部繰り越しがあるものの、

ほぼ完成し、安心・安全な水の安定供給が図られるとともに、緊急遮断弁も備わって、災

害発生時の水の確保に大いに役立つことが期待されます。 

 下水道整備につきましては、公共下水道事業は、本の脇集落内の管路工事の一部の完成

がずれ込みましたので、平成２８年度で最終の工事を実施いたします。本の脇の工事が完

成すれば、公共下水道管渠整備は完了でございます。 

 農業集落排水事業につきましても、和田処理場の機能強化工事も終了し、本年度は機能

調整経費のみ予算計上となってございます。 

 松原浄化センター第２期工事の検討は必要なものの、これで下水道管渠整備が完了とな

りますので、次のステップとして、料金の統一化・平準化の検討を始めてまいります。 

 道路につきましては、町の中心部から国道４２号線、湯浅御坊道路への重要なアクセス

道路として平成２３年度から継続事業で実施してきている吉原上田井線では、本年度は吉

原側の橋台下部工事に着手いたします。 

 また、町内の生活道路の整備につきましては、各地区からのご要望として上がっており

ます各路線の改良等に対し、その内容を精査し、優先順位をつけさせていただいたところ

でありますが、とりわけ町単独工事に関しては前年度以上の予算をもって整備し、地域の

皆様の利便性の向上を図ることとしてございます。 

 農業研修センター前道路のかさ上げ工事や入山周囲１号線の拡幅など、また議会でお話

のあった旧農免道路の冠水箇所に道路と水路の境界をわかりやすくするポールを設置いた

します。 
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 住環境整備等につきましては、昨年、地方創生の交付金を活用して創設したマイホーム

取得補助制度につきまして町単独財源で継続し、合併処理浄化槽設置の上乗せ補助も継続

いたします。 

 地籍調査事業につきましても、本年度は三尾地区の現地立ち会いが最終年度であり、平

成２９年度以降、本の脇に着手し、終了すれば地籍調査事業も全体が完了の予定でござい

ます。 

 ２点目、美しい自然環境の継承では、まずは、ごみ対策でございますが、人口の減少と

住民意識の向上の両面からか、収集委託料等はほぼ横ばいとなってございます。本年度は

大型ごみ集積場の監視カメラを更新して、不法投棄の防止に引き続き努めてまいります。 

 平成２４年度から実施してきてございます住宅用太陽光発電設備導入促進補助金につき

ましては、買い取り価格の低下もあって申請件数は減ってきており、補助金制度が５年目

を迎える今年度は、今後のあり方について検討してまいります。 

 もちろん、今後とも地球環境問題に関する住民意識を高める取り組みは継続していかな

ければなりません。 

 自然環境の継承という意味では、何といっても煙樹ヶ浜の松林の保全でございますが、

保安林保護育成会の皆さんとの協働をさらに進めるとともに、森林病害虫等防除事業を引

き続き進めてまいります。 

 また、煙樹ヶ浜の松林は、台風や塩害から民家や田畑の農作物を守る潮害防備保安林と

しての役割だけではなく、住民が美浜町のシンボルとして全国に発信できる資源、財産で

あることから、引き続きその保全に努めてまいります。 

 ３点目、安心・安全に暮らせる環境の整備につきましては、何といっても防災対策でご

ざいまして、いよいよ本年度から松原地区高台津波避難場所整備事業に着手いたします。 

 工事は、日高港湾から出る浚渫土を無償で譲り受けることで総事業費を抑える中、夏ご

ろから保安林の伐採、整地を行い、その後、浚渫土約４万㎥を搬入いたします。工事は平

成３０年度まで続きますが、本年度末には大方の形が見えてくることになります。 

 自然の高台が少ない松原地区において、津波避難困難地域となる住民の皆さんの一時避

難場所が確保できる意義は大きく、東海から四国にかけての津波による被害が想定される

地域の中では最大級となるこの高台が、私の公約でもある「津波による犠牲者ゼロへ」を

実現するための大きな一歩となるものと考えてございます。 

 また、これも選挙公約でもありました三尾地区へのヘリコプター緊急離着陸場につきま

しては、旧三尾小学校の東側が適地であるという調査結果に基づき、本年度実施設計に着

手いたします。設計に基づき、用地買収と工事については平成２９年度に実施したいと考

えてございます。 

 さらに、津波避難時に倒壊家屋が避難の妨げとならないよう、古家解体支援事業の枠も

拡大し、シルバー人材センターに委託する形での家具転倒防止器具等設置も継続してまい

ります。 
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 防災対策という面では、役場庁舎の増築に合わせて、非常用電源となる自家発電機を津

波による浸水の心配がない２階部分に上げることになります。これによって、万が一、１

階部分が浸水しても、最低限の電源が確保されます。 

 また、昨年度戸籍システムの日高町、由良町との３町での共同クラウド化を進めたこと

により、戸籍データの本体は日高町役場庁舎に保管されていますので、本年８月ごろに上

水道管理システムがいよいよクラウド化されれば、大切な住民情報は全て庁舎外の安全な

ところに保管されることになり、もし大きな震災が起きて役場業務が一時的に停止しても、

早期に事業の再開、継続が可能となります。 

 また、地域の防犯という面からは、昨年紀の川市で起きた通り魔事件を受けて、自治体

においても防犯カメラの設置の必要性が高まっており、本年度は警察署ともタイアップし

ながら、町内３カ所程度にカメラの設置を計画してございます。設置場所は、御坊警察の

意向もあって未定ではありますが、個人のプライバシーに配慮しながらも、事件・事故発

生時の証拠としての活用と、そこにカメラがあるという抑止力としての両面からの効果が

期待できるものと考えてございます。 

 ２つ目の「笑顔と健康～みんなで育むまちづくり～」でございます。 

 １点目、誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築につきましては、健康増進を図

るため、自らの健康は自らが守るという意識を持つことが重要であるとともに、地域住民

による健康づくりの機運を高めることが大事であると考えます。そして、そのためには欠

かせないのが検診を受けることでありますので、特定健診、がん検診の受診率向上に引き

続き取り組んでまいります。本年度は国保の特定健診分の自己負担を無料として、受診率

の向上を図ってまいります。 

 また、複数の病院をかけ持ちして受診している重複受診者等に対して、訪問指導を新た

に始めることにしてございます。これは、４月からの機構改革で国保事務担当と保健師が

同じ課の所属となり、そういった訪問活動がこれまで以上にスムーズに行えるという利点

を生かした取り組みでございます。また、後期高齢者医療の重複受診者等に対しても同じ

ような取り組みを行い、少しでも医療費の抑制につながればと考えてございます。 

 子ども医療費につきましては、本年度も中学生までの自己負担無料化を継続してまいり

ます。 

 地域福祉の面では、自助・共助・公助の考え方から、地域における日ごろからの近所づ

き合いや助け合いが重要でございます。既に民生委員さん、区長さん、自主防災の役員さ

んなどがそれぞれの立場から熱心に地域福祉活動を実践していただいております。美浜町

社会福祉協議会や民間ボランティアの方も含め、地域で子どもたちやひとり暮らしの高齢

者の方を見守る取り組みを継続してまいります。 

 児童福祉の面からは、総合戦略の「笑顔を創るまちづくり」と関連して、結婚への支援、

出産への支援、子育てへの支援の３つが重要な柱となります。 

 本年度予算の中では、昨年、地方創生交付金を活用して実施いたしました婚活サポート
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事業を内容を少し見直した上で本年度も継続してまいります。昨年は１２組のカップルが

誕生したということで、本年もカップル誕生に期待しているものでございます。 

 出産への支援の面からは、出生祝い金制度の継続、今年度は初めて、子育て応援給付金

の対象者がございます。 

 また、これも継続して実施しています不妊治療への補助でございますが、今年度は新た

に体外受精などの特定不妊治療に対しても上乗せ補助制度を導入いたします。 

 子育て支援の面からは、ひまわりこども園の幼保連携型認定子ども園の位置づけが確立

し、今後の運営につきましても公設公営で進めていく方針を打ち出しましたので、子ども

を預かるというだけではなく、教育・保育を一体的に行う機能と、全ての子育て世帯を対

象に、子育て不安に対応した相談活動や親子の集いの場を提供する機能を備えた施設とし

て充実を図ってまいります。 

 小学生の放課後の居場所である学童保育は、本年度、和田友遊クラブの定員の拡大を行

い、働きながら子育てをする保護者の要望に応えたいと考えてございます。 

 障害者福祉の面からは、全ての障害者がその人権を尊重され、差別されることなく自立

し、地域の中で暮らせるまちづくりを目指すことが大切であり、今年度も外出支援券の交

付や移動支援、自動車操作訓練助成なども継続してまいります。 

 日高圏域（１市５町）の共同運営で、御坊・日高障害者総合相談センターによる２４時

間体制の相談業務や地域活動支援センター事業も継続いたします。 

 事業所に通所している方等の障害介護給付費につきましては、利用者は年々増加してき

ており、扶助費を膨らませる要因の一つとなってございます。 

 高齢者福祉につきましては、ことし４月から機構改革により、新しい福祉保険課が高齢

者福祉全般を担当することになります。これまで、介護保険と地域包括支援センターは健

康推進課、老人クラブと養護老人ホームの措置は福祉保険課となっていたところが一体化

され、介護保険の予防事業を老人クラブとタイアップして行うなどのメリットが期待でき

ます。 

 また、元気な高齢者の生きがい対策としてのシルバー人材センターの活用や敬老会も継

続して実施してまいります。 

 また、今年度庁舎を増築して、平成２９年度には新しい福祉保険課が高齢者福祉の拠点

として増築部分に入るわけでございますが、人員的には４月１日から社会福祉士１名、保

健師１名の採用をし、今後の介護予防事業への取り組みに対しスタッフを充実していきた

いと考えてございます。 

 今後とも、１人でも多くの高齢者の方が元気に生きがいを持って暮らせる環境づくりを

図っていく所存でございます。 

 ２点目、人と地域が輝く教育・文化の充実でございますが、学校教育の充実については、

ハード面では、松洋中学校武道場の非構造部材耐震事業を繰り越し事業として実施し、安

全面の向上を図ってまいります。ソフト面では、平成２３年度より児童生徒の学力向上、
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生徒指導の充実を目標に小中連携推進に取り組んでおり、これを継続いたします。 

 また、所信表明の中でも申し上げましたとおり、ふるさと教育については、各校が総合

的な学習の時間等を活用した地域学習、福祉学習、職業体験等、それぞれ創意工夫をしな

がら特色ある取り組みを行い、美浜で育った子どもが美浜を愛し、将来の美浜を背負って

いく気概を持つことができるように環境づくりに努めてまいります。 

 青少年の健全育成につきましては、ドルフィンスイム、スキー体験スクールなどを継続

するとともに、青少年育成町民会議を中心に、地域住民を含めた民間主導の体制のもとで

関係各種団体との情報交換等を進めてまいります。 

 生涯学習の推進では、長期総合計画にもありますように、学校教育修了後においても住

民誰もが自己能力の開発や自己実現を図り、心の豊かな人生を過ごすことができるように、

地域社会、行政、学校などがそれぞれ連携し、学習機会の提供、充実を図ってまいります。 

 人権尊重、男女共同参画の推進につきましては、昨年度、住民の方を対象にアンケート

を実施しましたので、その結果と分析をもとに、本年度は男女共同参画計画策定を実施い

たします。 

 また、一億総活躍国民会議の中にもありますように、女性の活躍の推進を進める環境整

備を図り、女性管理職や女性委員の登用に引き続き取り組んでまいります。 

 ３つ目の目標は、「汗と希望～未来に羽ばたくまちづくり～」でございます。 

 １点目、つながりで支え合う産業振興につきましては、まず、地域産業（農業・漁業）

でございまして、農業では今年度の新たな取り組みとしては、野菜花き産地総合支援事業

補助金について、従来、県の補助残の３分の１を補助していたところを２分の１の補助と

して、これからの地域農業を担う意欲ある担い手への支援を強化し、経営規模拡大や高品

質、低コスト化を促進してまいります。また、新規就農総合支援も昨年度に引き続き継続

してまいります。 

 漁業では、厳しい状況下でございますが、紀州日高漁協美浜支所関連では引き続き西川

地区漁船係留施設の整備、三尾漁協では稚エビの放流事業等を行い、漁獲の安定、所得の

増加に努め、漁業の活性化に取り組んでまいります。ハード面では、田井地区水路改良工

事、下の池造成工事、三尾漁港の陸閘電動化に向けての設計にも新たに取り組んでまいり

ます。 

 次に、地域産業（商業・観光）ですが、昨年度は国の地方創生交付金を活用したプレミ

アム商品券発行事業を実施し、商工会にご協力をいただきながら消費喚起に努めたところ

であります。取扱店として、小売店のみならず、いろいろな業種の方に参加していただき

ました。今回の経験を生かして、今後も町内で買っていただく取り組みを継続してもらえ

るよう期待しているところでございます。 

 また、ことしはＭＩＨＡＭＡサミット開催の当番でもありますし、東京アンテナショッ

プ等にも引き続き積極的に売り込みをし、美浜町商工会の皆様とともに情報発信をしてい

く所存でございます。 
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 ６次産業化という言葉がよく使われますが、地域産業の振興を図り、引き続き支援して

まいります。 

 ２点目、協働のまちづくり体制の構築でございます。平成２７年度は第５次長期総合計

画の後期計画、地方創生総合戦略、行政改革大綱といったまちづくり計画の策定がござい

ました。これらの計画策定には住民参加の立場からそれぞれいろんな方々に参画していた

だき、懇談会という形でさまざまなご意見を出していただきました。 

 今後とも、町の方向性を決める各種の計画づくりには、住民の意見を反映しながら進め

てまいりたいと考えてございます。 

 交流の活性化という面では、何といっても町内１２地区の自治会の活動であります。町

づくりは行政だけでは成り立たたず、自治会と行政が連携することで解決につながるケー

スも少なくありません。そういう観点からも、今年度も各区・各地区からの地区要望には

できるだけ対応できるよう考えてございます。 

 ただし、要望内容、財政状況なども勘案しながら、少し時間をいただかなければならな

いものもありますので、ご理解を賜りたいと思ってございます。 

 情報化社会への対応につきましては、昨年、共同クラウドシステムによりスタートしま

したマイナンバー制度ですが、通知カードの送付も完了し、今後はマイナンバーを活用し

た情報連携と関連条例の整備が必要となってまいります。 

 また、昨年発生した年金機構の職員による個人情報漏えい問題や堺市職員による選挙人

名簿データの漏えいなどが要因となって、地方自治体には今まで以上にセキュリティー対

策に力を入れるよう求められているところでございます。また、職員のパソコンを物理的

にインターネットから遮断するように指導が来ていることもありますので、今後、役場情

報システムの構成を見直したいと考えてございます。 

 行財政運営についてですが、私が公約実現に向けて各種施策にこうして一歩ずつ進めて

いけるのも、私の意図するところを酌み取って地道に事業を進めてくれる職員があっての

ことでございます。職員の年齢構成にもよりますが、昨年、一昨年とベテラン管理職の定

年等による退職が続いたことにより、かなり若いうちから管理職に任命して負担をかけて

いる実態もございます。 

 本年４月から新しい人事評価システムも導入されることから、努力した者が正当な評価

を受ける人事システムとしたいと思いますし、今年度から職場の健康診断にストレスチェ

ックを項目に加えるよう義務づけられたことから、ストレスによる心の病などを未然に防

げるよう注意を払いたいと考えてございます。 

 財政面では、起債償還額の増加傾向もあって硬直化はさらに進み、経常収支比率を押し

上げるものと認識してございます。防災関連事業が一通り終わるまではその傾向は続くも

のと思われますが、下水道事業の法適用による独立採算化の検討なども含め、一般会計か

らの負担を抑えられるものは抑えなければなりません。 

 広域行政につきましては、昨年度の県知事の新施策にもあったように、市町村間の連携、
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県との連携の両方向から、県は事務連携を進めようとしてございます。日高地方は、以前

より一部事務組合をつくって市町村の連携については積極的に取り組んできており、新た

に事務連携できる部分は限られてはきますが、電算の共同クラウドに代表されるような他

市町村との共同連携や、固定資産税評価替えに向けた航空写真撮影を共同で行うなど、引

き続き事務連携できるものを模索してまいります。 

 最後に、計画の進行管理でございます。 

 昨年策定した総合戦略については、５年間、ＰＤＣＡサイクルを回しながら検証してい

くことになっていますし、その他の計画につきましても同様であると考えてございます。

引き続き、委員の方々の意見も伺いながら計画の進捗管理、進行管理を進めてまいります。 

 以上、平成２８年度の初めに当たり、町政運営について私の所信の一端と主な施策の概

要について申し上げました。 

 地方を取り巻く行財政環境は依然として非常に厳しい中にあって先行きの見えづらい難

局ではございますが、職員と一丸となって行政運営に精いっぱい取り組む所存でございま

す。議員の皆様をはじめ住民の皆様方のご支援とご協力を改めてお願い申し上げ、平成２

８年度の施政方針といたします。 

○議長（鈴川基次君） しばらく休憩します。 

 再開は９時５０分とします。 

午前九時四十三分休憩 

   ―――・――― 

午前九時五〇分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 日程第５ 全議案の提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 平成２８年美浜町議会第１回定例会に当たり、提案いたしました

議案２６件につきまして、一括して提案理由を申し上げます。 

 議案第１号は、美浜町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の

制定についてでございまして、国の地域再生法に基づいて和歌山県が策定した和歌山県地

方活力向上地域特定業務施設整備促進プロジェクト計画におきまして、美浜町内の該当区

域内において特別償却設備の新設等を行った場合の固定資産税について、３年間の軽減を

行うものでございます。 

 議案第２号は、和歌山県と美浜町の行政不服審査法第８１条第１項に規定する機関に関

する事務の委託についてでございます。 

 国の行政不服審査法の全面改正によりまして、これまでの不服申し立ての手続にかわり、

審査請求の制度が導入され、第三者機関を置くことが必要となりましたので、和歌山市を

除く県内２９市町村が共同で和歌山県にこの第三者機関の機能を委託することになりまし

たので、委託についての規約を締結するための議決をお願いするものでございます。 

 議案第３号は、美浜町情報公開条例の一部を改正する条例についてでございまして、国
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の行政不服審査法の全面改正によりまして、本条例中の不服申し立てとなっていた手続や

字句を「審査請求」に統一するものでございます。 

 議案第４号は、美浜町個人情報保護条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 前議案と同様に、国の行政不服審査法の全面改正によりまして、本条例中の不服申し立

てとなっていた手続や字句を「審査請求」に統一するものでございます。 

 議案第５号は、美浜町行政手続条例の一部を改正する条例についてでございまして、前

議案と同様に、国の行政不服審査法の全面改正によりまして、字句を改訂するものでござ

います。 

 議案第６号は、美浜町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例についてでご

ざいまして、前議案と同様に、国の行政不服審査法の全面改正によりまして、字句の改訂

と参考資料のコピー代金の定めでございます。 

 議案第７号は、美浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例についてでございまして、

前議案と同様に、国の行政不服審査法の全面改正によりまして、審査請求した者が関係書

類を閲覧もしくは書面の交付を求められることとされ、そのコピー代金について本条例に

定めるものでございます。 

 議案第８号は、美浜町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

 地方公務員法の改正により、これまで規則で定めていた等級別基準職務表を条例で定め

ることとなりましたので、別表第２として追加するものでございます。また、あわせて、

国の行政不服審査法の全面改正によりまして、期末手当の支給差しとめに関する引用条文

を改正するものでございます。 

 議案第９号は、美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてでご

ざいます。 

 今回の改正の理由は２点あり、１つは国の行政不服審査法の全面改正により、「異議申

し立て」を「審査請求」に改めるもの、もう一つは、傷病補償年金等についての調整率の

引き上げでございます。 

 議案第１０号は、美浜町人事行政等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例に

ついてでございますが、地方公務員法により、職員の給与等の状況を広報やホームページ

にこれまでも掲載して公表しているところでございますが、４月１日からの新しい人事評

価制度導入に伴い、公表する項目が追加、整備されましたので、日高郡公平委員会の審査

請求の追加もあわせて本条例を改正するものでございます。 

 議案第１１号は、美浜町職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例についてで

ございます。 

 本条例は、地方公務員法の改正による上位法との項ずれを是正するものでございます。 

 議案第１２号は、美浜町職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。 
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 国の人事院規則の改正に沿って、これまでの「療養休暇」を「病気休暇」に改めるとと

もに、条文を改正して、同じ病名で病休と出勤を繰り返す事例に対して一定のルールを定

めるものでございます。 

 議案第１３号は、平成２７年度美浜町一般会計補正予算（第７号）についてでございま

す。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億１１，３３５千円を追加し、

補正後の総額を４１億６，９９５千円とするものでございます。 

 今回の補正の大きな特徴は、財政調整基金へ３億８０，０００千円を積み増しすること、

国の補正予算で決まった現在実施中の臨時福祉給付金の対象者のうち６５歳以上の方に対

して、夏の参議院選挙までに１人３０千円を配る年金生活者等支援臨時福祉給付金に係る

費用、それと、昨年の年金機構の職員による個人情報漏えい事件を受けて、庁舎内の電算

システムについて、これまで基幹系と情報系の２系統になっていたもののうち情報系ネッ

トワークをインターネットから切り離し、各課において必要最小限の端末しかインターネ

ットにつながらないように庁内ＬＡＮを再構築するための費用、この３点が大きな要因で、

その他はほとんど実績、精算による減額でございます。さらに繰越明許費、債務負担行為

の変更、地方債の追加がございます。 

 では、まず、歳入からご説明いたします。 

 地方消費税交付金と普通交付税決定額の増額は、予算額を大幅に上回る収入がありまし

たので、積立金の財源とするために予算化するものでございます。 

 分担金及び負担金は実績による増減、使用料及び手数料、使用料の減額は、利用人数の

確定と実績による減額でございます。 

 国庫支出金は、総務費国庫補助金で、今回庁舎内ＬＡＮの情報系ネットワークをインタ

ーネットから切り離すセキュリティ強化対策事業と、今年度の臨時福祉給付金の対象者の

うち６５歳以上の方に３０千円を交付する年金生活者等支援臨時福祉給付金補助金の追加

がありますが、あとはほとんど事業費の確定や精算に伴う減額でございます。 

 県支出金も、事業費の確定や精算に伴う減額でございます。 

 寄附金、一般寄附金、ふるさと納税寄附金は、実績により予算計上するものでございま

す。 

 繰入金、特別会計繰入金は、後期高齢者医療特別会計からの追加でございます。 

 繰越金、前年度繰越金は、予算化していなかった実績分の追加でございます。 

 諸収入、雑入は、雇用保険料自己負担分と防犯灯維持管理費の減額でございます。 

 最後に、町債は、庁舎内ＬＡＮの情報系ネットワークのセキュリティ強化対策事業の補

助残へ補正予算債を借り入れするものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 議会費は、議員費用弁償、需用費、負担金で減額でございます。 

 総務費、総務管理費、一般管理費の減では、副町長の７月以降の人件費を残したままに
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していましたので今回減額するのと、その他は入札差額等や実績見込みにより減額するも

のでございます。 

 文書広報費は、事業実施による減額でございます。 

 財産管理費も、実績による減額でございます。 

 企画費は、長期総合計画策定業務について入札差額等により減額するものでございます。 

 青少年対策費は、事業の中止等による減額でございます。 

 公害対策費は、入札差額による減額です。 

 交通安全対策費は、実績により減額するものでございます。 

 電子計算費は、最初にも申し上げましたように、昨年の年金機構の職員による個人情報

漏えい事件を受けて、庁舎内の電算システムについて、これまで基幹系と情報系の２系統

になっていたもののうち情報系ネットワークをインターネットから切り離し、庁内ＬＡＮ

を再構築してセキュリティーを強化するための費用と備品購入費の計上でございます。 

 地籍調査事業費の減額は、入札差額と補助金の確定によるものでございます。 

 諸費は、実績による減額でございます。 

 財政調整基金費、積立金は、地方消費税交付金、普通交付税及び前年度繰越金を財源に

３億８０，０００千円を追加して積み立てするものでございます。 

 次の年金生活者等支援臨時福祉給付金でございますが、歳入のところでも申し上げまし

たとおり、国の平成２７年度補正予算により、現在、臨時福祉給付金の受給資格のある人

のうち６５歳以上の方について、夏の参議院選挙をめどに１人３０千円を交付することに

なりましたので、その費用を計上してございます。 

 税務総務費、賦課徴収費は、いずれも実績、精算による減額、戸籍住民基本台帳費も全

て実績、精算によるものでございます。 

 選挙費の減額も選挙が無投票になったことなどに伴うもの、統計調査費、監査委員費も

実績、精算による減額でございます。 

 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の減額は、人件費の調整と国民健康保険特別会計

への繰出金の減額でございます。 

 国民年金費は精算、老人福祉費は人件費の調整と、委託料では短期保護及び緊急通報体

制整備事業委託とも実績見込みによる減、扶助費の減も、それぞれ利用者が見込みより減

少したためでございます。 

 繰出金は、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計への繰出金の減額でございます。 

 心身障害者福祉費の追加は、役務費、負担金で実績により減額となる一方、扶助費で利

用者の増によるものでございます。 

 福祉センター管理費の減額、心身障害者医療費の減額、地域包括支援センター運営費の

減額、いずれも実績、精算によるものでございます。 

 児童福祉総務費の減額は児童手当によるもの、児童福祉施設費の減額は、広域入所、認

可保育所負担金の増減でございます。 
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 児童措置費は、実績見込みによる減額でございます。 

 衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は、実績による減額でございます。 

 予防費の減額は、予防接種委託料の減額などが主な要因でございます。 

 環境衛生費の減額は、太陽光発電設備導入促進事業補助金の実績によるものでございま

す。 

 墓地基金費は、積立金の追加でございます。 

 清掃費、塵芥処理費の減額は、需用費で指定ごみ袋製作費の入札差額、負担金補助及び

交付金では過年度分の清掃センター負担金の精算による減額でございます。 

 し尿処理費では、クリーンセンターへの負担金の減額でございます。 

 次に、農林水産業費、農業費、農業委員会費は超過勤務手当の追加、農業総務費は、超

過勤務手当の追加と有害鳥獣捕獲支援事業と狩猟免許等取得支援補助金の減額でございま

す。 

 農業振興費、負担金補助及び交付金の減額は、事業費確定による減が主な要因でござい

ます。 

 農地費は、土地改良区畑かんポンプ更新事業に係る負担金を追加する一方で、若野頭首

工改良事業負担金は減額でございます。 

 林業総務費の減額は、保安林作業員賃金、松くい虫防除事業等の実績による減額でござ

います。 

 水産業費、水産業振興費の減は、委託料では河川流出物等回収事業の減額等、工事請負

費では三尾地区増殖場造成工事の減額、その他でございます。 

 土木費、土木管理費、土木総務費の減は、退職職員の人件費を減額していませんでした

ので減額いたします。 

 道路橋梁費、道路橋梁総務費は、実績による減額でございます。 

 都市計画費、下水道費では、公共下水道事業特別会計への繰り出しの追加でございます。 

 住宅費、住宅管理費の減額は、公営住宅の工事費の確定による減額でございます。 

 消防費、非常備消防費の減と消防施設費の減額は、それぞれ実績、精算によるものでご

ざいます。 

 災害対策費は、いずれも入札差額や実績、精算に伴う減額でございます。 

 教育総務費は、事務局費で共済費等の減額、教育諸費では通学バス助成で実績による減

額でございます。 

 小学校費、学校管理費の減額は、全て実績による額の確定に伴う減でございます。 

 教育振興費、扶助費は、認定者の増加によるものでございます。 

 中学校費も、実績や入札差額により、学校管理費、教育振興費の減額でございます。 

 こども園費も、システム改修費委託費の追加はあるものの、予定していた臨時職員の応

募がなかったことなどによる賃金等の減と、その他賄材料費など実績に伴う減額でござい

ます。 
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 社会教育費は公民館費、文化振興費の減額、保健体育費は体育施設費、学校給食施設費、

いずれも実績確定による減額でございます。 

 地方債の追加がございますので、末尾に地方債の現在高に関する調書を添付してござい

ます。 

 議案第１４号は、平成２７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につい

てでございます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１２４千円を減

額し、補正後の歳入歳出予算の総額を１２億７２，７９７千円とさせていただくものでご

ざいます。 

 今回の補正は、クラウドシステムによる共同印刷委託業務の実績による減額と、審査支

払手数料、高額医療費共同事業拠出金、人間ドック健診委託料の増額でございます。 

 議案第１５号は、平成２７年度美浜町農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号）に

ついてでございます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４５４千円を追加

し、補正後の歳入歳出予算の総額を１億９１，７５２千円とするものでございます。 

 補正の内容でございますが、和田西中、常徳寺前の県道拡幅に伴い、排水管の移設工事

が発生するため、工事費の繰り越しとあわせて補正をお願いするものでございます。 

 この工事は繰り越しとなりますので、３ページに第２表繰越明許費をお願いしてござい

ます。 

 議案第１６号は、平成２７年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）につ

いてでございます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１，３５０千円を

追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を２億２，５３２千円とするものでございます。 

 今回の補正は、工事の一部の繰越明許費１９，５００千円と、加入分担金の返還及び受

益者負担金の積み立てを追加するものでございます。 

 ３ページ、第２表繰越明許費では、本の脇内の管渠工事と水道補償工事の一部が平成

２８年度へ繰り越しとなりますので、１９，５００千円をお願いしてございます。 

 議案第１７号は、平成２７年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第５号）についてで

ございます。 

 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ１３，２８２千

円を減額して、補正後の歳入歳出予算の総額を８億１５，６２８千円とするものでござい

ます。 

 給付費の実績見込みによる減額と、これに伴う財源の調整がありますが、保険料の増額

がありますので、準備基金へ４，０００千円の積み立てを行うものでございます。 

 議案第１８号は、平成２７年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）につ

いてでございます。 
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 今回お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ９８１千円を追加

して、補正後の歳入歳出予算の総額を２億３千円とするものでございます。 

 実績、精算により減額するとともに、諸支出金、他会計繰出金は、平成２６年度に広域

連合に納付した納付金のうち療養給付分が返還されますので、一般会計へ繰り出しして返

すものでございます。 

 議案第１９号は、平成２８年度美浜町一般会計予算についてでございます。 

 細部説明の際に詳しくご説明いたしますので、ここでは概要のみといたしますが、昨年

度の当初予算がいわゆる骨格予算であったため、今年度の当初予算は大幅な増額となって

ございます。 

 本年度予算の特徴としては、松原地区高台津波避難場所整備にいよいよ着工となること、

介護予防にさらに取り組むための庁舎の増築と駐車場の拡大、三尾地区のヘリコプターの

緊急離着陸場の設計、地方創生事業として婚活サポート事業、マイホーム取得支援事業の

継続、古家解体支援事業の継続、特定不妊治療の上乗せ補助、学童保育の定数増加などが

挙げられます。 

 平成２８年度歳入歳出予算の総額はそれぞれ３８億１７，５７９千円で、前年度の当初

予算と比較いたしますと、５億３５，７５５千円の増額、率にして１６．３２％の増でご

ざいます。 

 歳入でございますが、町税については５億８８，６０３千円で、対前年度比では８９３

千円の増額、率にして０．１５％の増でございます。 

 地方譲与税は１８，０００千円で、対前年度比では１，０００千円の増額でございます。 

 利子割交付金は２，０００千円で１，０００千円の減額、配当割交付金は８，０００千

円で前年度から３，０００千円の増額でございます。 

 株式等譲渡所得割交付金は５，０００千円でございます。 

 地方消費税交付金は１億２０，０００千円で、対前年度比では４１，０００千円の大幅

な増額でございます。 

 自動車取得税交付金３，０００千円は前年度と同額でございます。 

 地方特例交付金は１，０００千円でございます。 

 地方交付税は１４億４３，６４７千円で、対前年度比４２，９９９千円の増額、率にし

て３．０７％の増でございます。 

 交通安全対策特別交付金は６００千円でございます。 

 分担金及び負担金の合計は８０，９０４千円でございます。 

 使用料及び手数料の合計は４２，６２８千円でございます。 

 国庫支出金の合計は４億６１，３０６千円、対前年度比は８１，２２６千円の増額でご

ざいます。 

 県支出金の合計は２億５８，４３２千円で、対前年度比は２０，５０２千円の増額でご

ざいます。 
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 財産収入、財産運用収入については、各種基金の利子及び配当金等で、合計は３，８６２

千円でございます。 

 繰入金の合計は３億１８，７５５千円で、対前年度比は１億１０，０００千円の増額で

ございます。 

 繰越金７０，０００千円は前年度と同額を計上してございます。 

 諸収入の合計は２１，３４２千円、対前年度では７，３５５千円の増額でございます。 

 町債の合計は３億７０，５００千円、対前年度では２億２２，６００千円の増額でござ

います。 

 以上が歳入の状況でございます。 

 続きまして歳出でございます。 

 議会費は６８，６５０千円で、対前年度比では６，９６７千円の減額、９．２１％の減

でございます。 

 総務費の総額は６億６５，４７０千円で、対前年度比は１億５３，４９８千円の増額、

２９．９８％の増でございます。 

 総務費では、総務費、一般管理費は、人件費、庁舎の光熱水費、管理等に要する経費を

計上してございます。 

 文書広報費は広報みはまの発行経費など、財産管理費では、委託料では防犯カメラを町

内３カ所に設置する経費、庁舎増築の監理業務、工事費では役場北側に２階建て２０６㎡

を増築し、１階は新しい福祉保険課の活動拠点に、２階には非常用電源を設置いたします。

また、庁舎北側の保安林を解除して５０台分の駐車場を確保すべく、関係部署と協議を進

めてございます。 

 企画費では、各種協議会への負担金などでございます。 

 電子計算費では、対前年度比で４７，１７３千円の減額でございます。昨年度は基幹系

電算システムのリース料を二重で支払いながら共同クラウドシステムへ参加しましたが、

今年度は通常維持経費の予算計上となり、大幅な減額となったものでございます。 

 地籍調査事業費は、本年度は三尾地区の一部の調査を昨年度に引き続き実施いたします。

三尾地区は今年度で最終の予定でございます。 

 諸費は、御坊広域行政事務組合、各地区への活動助成、御坊南海バス三尾路線に伴う生

活交通路線維持費補助金などを計上してございます。 

 臨時福祉給付金費は、本年度も継続されることになりましたので、その費用を計上して

ございます。 

 地方創生事業費は、当初予算としては、主に婚活サポート事業とマイホーム取得支援事

業を継続して計上してございます。 

 徴税費は、住民税、固定資産税等の徴収に係る経費と人件費を計上してございます。 

 戸籍住民基本台帳費は、戸籍事務に要する経費を計上しております。 

 選挙費につきましては、７月の参議院議員選挙、８月の海区漁業調整委員会委員選挙の
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２つでございます。 

 統計調査費は各種統計に要する経費。監査委員費は前年度と同額でございます。 

 民生費につきましては、総額９億４２，１４４千円、対前年度比１７，８１７千円の増

額、１．９３％の増でございます。 

 民生費は社会福祉費と児童福祉費の２つに分かれており、社会福祉費は、国保、国民年

金、老人福祉、心身障害者福祉、医療などに係る経費を計上してございます。 

 児童福祉費につきましては、児童手当、出生祝い金、放課後学童保育、子ども医療費な

どの経費を計上してございます。今年度は学童保育友遊クラブの定員をふやす予定でござ

います。 

 次に、衛生費は合計３億９６，７４７千円、対前年度比は１３，９８７千円の減額でご

ざいます。 

 衛生費は、保健衛生費と清掃費に大きく分かれてございます。 

 保健衛生費は、主に日高病院に対する負担金や妊婦健診、健康づくり、各種検診、予防

接種の経費などを計上してございます。特に、今年度から不妊治療に対する上乗せ補助を

実施いたします。また、墓地の管理に要する経費もここへ計上してございます。 

 清掃費につきましては、広域組合で共同処理します清掃センターとクリーンセンターに

対する負担金などが主な経費でございます。 

 次に、農林水産業費でございます。 

 農林水産業費につきましては、総額３億４２，４６１千円、対前年度比４２，７９７千

円の増額、１４．２８％の増でございます。 

 農業、林業、水産業に係る経費でございますが、農業につきましては、農業委員会や農

業振興に係る経費、集落排水事業特別会計への繰出金などを計上してございます。特に、

今年度は下の池の造成工事、田井地区の水路改良工事、和田川樋門の遠隔操作負担金など

が新規施策でございます。 

 林業費につきましては、主に保安林管理、松くい虫防除事業の計上でございます。 

 水産業費につきましては、漁業振興に係る経費でございまして、煙樹ヶ浜での自衛隊の

水際訓練実施に伴い、防衛省の補助を受けて漁業振興事業を本年度も継続して実施してま

いります。 

 商工費は１２，６０２千円、対前年度比は１，０５２千円の増額でございます。ここで

は町商工会への負担金や地場産品活性化事業への補助、観光事業に要する経費を計上して

ございます。本年度はＭＩＨＡＭＡサミットの開催当番となっていることから、その経費

を計上するとともに、みはまマルシェの開催をはじめとする地場産品活性化事業への補助

を増額してございます。 

 土木費につきましては、昨年度は骨格予算ということで、大幅な増額となってございま

す。 

 土木費の合計は３億６２，３４６千円、対前年度比は２億２７，４００千円の大幅な増
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額でございます。 

 土木費、土木管理費、土木総務費は主に人件費、道路橋梁総務費は主に防犯灯に関する

経費、道路維持費は道路の維持等に要する経費を計上してございます。 

 道路新設改良費は、道路工事関係経費で、継続で吉原・上田井線改良工事を初め、普県

補事業、町単工事に係る経費でございます。 

 河川、砂防、港湾についても関係する経費を計上し、下水道費は公共下水道事業特別会

計への繰出金を計上してございます。 

 住宅費、住宅管理費は、公営住宅の維持管理経費でございます。 

 消防費でございますが、いよいよ今年度は松原地区高台津波避難場所整備に着手するこ

とから、大幅な増額となってございます。 

 消防費の合計は２億９０，６２０千円、対前年度比では１億７，８６７千円、５９．０２％

の増となってございます。 

 非常備消防費は、消防団員１０２名の報酬をはじめ、消防団活動に要する経費を計上し

てございます。 

 災害対策費では、松原地区高台津波避難場所整備事業は、債務負担行為を設定して３カ

年で進めるとともに、事前に必要となる吉原遺跡の発掘調査費や周辺道路の修繕費等も計

上してございます。また、三尾地区にヘリコプターの緊急離着陸場を設置するための設計

費や耐震対策の各種施策を継続してございます。特に、地方創生との関連から創設した古

家解体支援事業も継続いたします。 

 常備消防費は、日高広域消防事務組合負担金等でございます。 

 教育費につきましては、合計３億９７，３６４千円、対前年度比は７，６７０千円、

１．８９％の減でございます。 

 教育費は、教育委員会の事務局費、小学校の管理費、中学校の管理費、ひまわりこども

園の管理費、社会教育、社会体育、学校給食に要する経費を計上してございます。 

 教育総務費、教育委員会費は、教育委員会運営に要する経費を計上してございます。 

 事務局費では人件費や通学バスの運行委託料、教育諸費は各種協議会等への各種負担金

等を計上してございます。 

 外国青年招致事業費は、英語指導助手に要する経費を計上しております。 

 小学校費、中学校費はそれぞれ学校の運営、維持管理費、こども園費、ひまわりこども

園費は、職員１６人分の人件費をはじめ臨時職員１７名分の人件費等を計上してございま

す。 

 社会教育費は、社会教育、公民館の維持管理に要する経費、図書館に要する経費でござ

います。 

 保健体育費、保健体育総務費は、スポーツ推進委員７名の報酬や体育協会への大会運営

等の委託料などを計上してございます。 

 公債費は、町が事業実施のために借り入れした町債に対する償還費用でございまして、
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元金償還金が２億９８，４２６千円、利子償還金は３５，７４９千円、合計は３億

３４，１７５千円で、対前年度では１３，９４８千円の増額となってございます。 

 以上が平成２８年度美浜町一般会計予算の概要でございます。 

 議案第２０号は、平成２８年度美浜町国民健康保険特別会計予算についてでございます。 

 美浜町国民健康保険特別会計の予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億２７，５１０千

円で、前年度と比較して２０，３９６千円、１．６３％の減少でございます。被保険者の

減により、保険給付費が減少したものでございます。 

 今年度は、健診の際の特定健康診査の自己負担を無料として、健診受診率の向上を目指

します。また、保健師と事務担当者が重複・頻回受診者に対し、家庭を回って訪問指導す

る取り組みを始めることとしてございます。 

 議案第２１号は、平成２８年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算についてでござい

ます。 

 美浜町農業集落排水事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１，４０３千円

でございます。対前年度比につきましては、率にして４６．４６％、金額で８８，０１０

千円の減額となってございます。 

 事業といたしましては、和田処理区の排水処理場の機能強化事業として最終調整機能の

みの工事費となり、あとは通常の維持経費のみの計上となってございます。 

 議案第２２号は、平成２８年度美浜町公共下水道事業特別会計予算についてでございま

す。 

 美浜町公共下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５５，２２５千円

でございます。対前年度比では１５．８１％、金額で２９，１４２千円の減額となってご

ざいます。 

 今年度事業は、本の脇地区の汚水及び雨水の管渠工事が一部残りましたので、これを実

施し、今年度で予定していた公共下水道管渠整備は終了となります。 

 議案第２３号は、平成２８年度美浜町介護保険特別会計予算についてでございます。 

 今年度は役場庁舎の増築を実施して地域包括支援センターの充実を図ることとなってご

ざいますが、平成２８年４月１日付採用で社会福祉士１名、保健師１名の増員をして、今

まで以上に介護予防事業に取り組んでいくこととなってございます。 

 さて、今年度の予算でございますが、予算総額は歳入歳出それぞれ８億４４，９２４千

円で、前年度と比較いたしまして２２，０９９千円、率にして２．６９％の増加となって

ございます。 

 議案第２４号は、平成２８年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算についてでございま

す。 

 予算総額は歳入歳出それぞれ１億８６，６９３千円、前年度と比較しまして１４，９３０

千円、率にして７．４０％の減少となってございます。 

 昨年度当初予算は人件費を２名分計上していましたが、今年度は１名分の計上となって
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いることによる減と、保険料の減により広域連合へ納める納付金が減少したことが主な要

因でございます。 

 国民健康保険と同じく、保健師と事務担当者が重複・頻回受診者に対して家庭を回って

訪問指導する取り組みを始めることとしてございます。また、広域連合に３年間派遣して

いました職員は４月から復帰いたします。 

 議案第２５号は、平成２８年度美浜町水道事業会計予算についてでございます。 

 本年度は、業務の予定量として給水戸数３，８１３戸、年間総給水量８６万５，０００

㎥を見込みまして、１日平均給水量は２，３７０㎥を予定してございます。 

 収益的収支については、事業収益１億４０，７７５千円、対前年度比３．２４％の減少

でございます。 

 事業費用は１億３４，５３６千円、対前年度比１．８％の減少でございます。 

 資本的収支につきましては、資本的収入５，０４０千円、資本的支出は５５，３６９千

円を予定してございます。 

 主な事業として公共下水道事業は配水管の整備と移設工事、三尾ポンプ場の監視装置の

更新工事、西山配水池に係る敷地整備と舗装復旧工事、導水管の布設替え工事を予定して

ございます。 

 議案第２６号は、副町長の選任についてでございます。 

 このたび副町長として同意をお願いいたしますのは、和歌山市秋月１００番地の１３、

笠野和男さんでございます。 

 笠野さんは現在６０歳。大阪大学を卒業後、昭和５３年に和歌山県庁に入庁し、湯浅土

木事務所を皮切りに、これまで道路、港湾、河川の各部門でご活躍され、平成２０年に統

計課長、平成２１年に廃棄物対策課長、平成２２年からは県土整備部道路建設課長、平成

２５年から現在までは日高振興局建設部長を歴任され、今月末をもって退職されます。 

 日高振興局建設部長時代には、日高地域の日高川流域の河川整備計画を初めとする各種

施策にも取り組み、冠水や高波など、美浜町が置かれている課題についても理解していた

だいているとともに、今後、その経験を生かして美浜町の発展のため大いにご活躍いただ

ける方であると確信してございます。 

 笠野さんにおかれましては、昨年末におおむね副町長就任の承諾をいただいておりまし

たが、２月臨時議会で副町長を置かない条例が廃止されたことで、改めて正式に就任を依

頼したもので、４月１日付で選任いたしたく、地方自治法第１６２条の規定により議会の

同意をお願いするものでございます。 

 以上、本定例会に提案いたしました議案２６件を一括して提案理由を申し上げました。 

 何とぞよろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 したがって、本日はこれで散会します。 

午前十時三十八分散会 
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 再開は、１６日午前９時です。 

 この後、１０時５０分から会議室で全員協議会を開催します。 

 終了後、各常任委員会を開催します。 


